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自己紹介をかねて



NetCommons ３つのサイト運営① 【勤務校の公式サイト】



Group Roomでクイズ、掲示板、チャット、キャビネット、地震速報など



NetCommons ３つのサイト運営② 【任意団体（地震予知研究）のサイト】



NetCommons ３つのサイト運営③ 【個人のブログ群サイト】



教育関係の意見提示 知的生産コンテンツの提供



ここで 会場の皆さんに質問

今の閉塞した状況の日本
にとって、日本人に必要なにとって、日本人に必要な
力は何でしょうか？



わたしのこたえ

日々、降り積もっていく問題
に柔軟にしなやかに対処でに柔軟にしなやかに対処で
きる能力と行動力

（柔軟性な思考と工夫）





そのための有効な手段とは？

◆1人で解決しようとしない

知の公開と共有、協同

◆できる人が

できることを

無理なくやっていく



なぜ 公開と共有なのか？

教育界では膨大な知的資産が
利用されずに眠ったまま

お互いが使い合えば、 大
幅な効率化



教育界 こんなところが無駄
※（すべてがこうだと言っているわけではありませんが・・・）

生徒の受動的学習スタイル
受験対策的な知識理解

※せっかくの勉強蓄積が合格
とともにご破算とは・・

同じようなプリント教材を
たくさんの先生が別々に

つくっている
※公開・共有すれば時間節約

さまざまな問題に関して、
いきあたりばったりの対応

（生徒指導・学習指導・保護者対応）
※企業並みに保護者様御相談センターで

クレーム処理の効率化を！

無 駄 ！

政府方針も行ったり来たり。
（ゆとりか学力か）

※両方のバランスが必要なのに・・・

すぐれた教授法が共有されて
いない。（チョーク＆トーク）

※教育先進国は授業時間数より
ここに力を入れている



公立学校だからできること

多種多様な生徒が存在
収益目的ではなく、

公益重視

多様な生徒の存在は
本来の社会の縮図

自然な学びの実現

地域主体
地域密着型のイベント

ノウハウやアイデア、
コンテンツ公開しても
生徒募集に影響なし



知的生産型コンテンツの重要性
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重視される知的生産力
 社会は単純⇒複雑化
 さまざまなサービス需要、グローバル化
 新しい知識がすぐに陳腐化
 問題が単一分野から複合分野にまたがる 問題が単一分野から複合分野にまたがる
 知識集約は誰でもすぐにできる（ネット検索）

⇒問われる問題解決能力・提案型の姿勢



専門的

社会の諸問題の方向性

複合分野 学ぶ技術自体が必要に！

複雑
単純

素人的

単一分野



意外と教えられていない
学ぶ技術

勉強が
わからない
つまらないつまらない

●学び意味が不明で無意味と思う

●学び方がわからない

●学ぶ方法はわかっていても継続できない

●学んで役立った・成長できたという実感や
肯定感がない



なぜ、あえて学び方を教えるのか？

・指示待ちの生徒が増えた ・ある程度、やり方
を教え、役立つこと

・試験に出る答えだけを求
める生徒が増えた

を教え、役立つこと
を知らせないと永遠
に取り組まない。

・世の中は、○×の
正解がはっきりして
いるケースはまれ。
日々が問題解決



本校が取り組む、
オリジナルの学び関連プロジェクト

市松メソッド

・多段階自走式プリント学習

学び方の学び（補習・web展開）

・学び方自体を体系的に学ぶ

授業力向上委員会

・先生方の授業力の向上
Friday’s café

・先生方の休憩スペース

リラックスしてお茶のみながらの研修会

市松キャンバス

・キャリア発達学習プログラム



学び方の学び プロジェクト全容

振り返る 能力開発

学びの意義

チームでの
協働

表現する
発表する

まとめる

考える
問題解決

知る
調べる

学びの
環境作り

学び方の
学び

知の共有



学び方の学び プロジェクト全容









※地頭力とは

・物知り（知識・記憶力＝クイズ王）

・機転が利く人（対人感性力＝コメディアン）

・地頭がいい（思考力＝数学者・棋士）

※フェルミ推定

把握が困難な数量を推定ロジックを使い、短時間で概数算出

地頭トレーニングに効く。 「日本中に電信柱は何本ある？」等

俗に言う「頭がいい人」



※ チームで仕事をするのはこれからの常識！

特に日本人の議論下手、会議下手は変えなくてはならない

（特に意見と感情、クリティカルな考え方と人格攻撃が混在している）



※ この分野も教育界はとても弱い

「自分のところさえ良ければ」「勝ち組」という発想を捨てるべき！

みんなで底上げしないと日本の知は 沈没する！



※ビジネス界で当たり前に使われている、「コーチング」や「メタ認知」
という概念を 高校生あたりが使えると自立度もあがるはず！



知的生産に関する
プリントコンテンツの実例

※本校webサイト NetCommons版からすべてダウンロード利用可能です！

学びの意味

行動チェックリスト

読書の仕方

行動チェックリスト

時間の有効活用と学習計画

脳によい生活習慣

記憶法

整理術

図書館・書店の利用法

ノートの取り方

図解による理解と表現

話の聴き方・メモ・質問

発散型思考法

収束型思考法









NetCommonsにおける展開
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学力向上に関する
プリントコンテンツの実例

“市松メソッド”のご紹介“市松メソッド”のご紹介



児童・生徒の学力

成績上位層＋成績下位層の２極化傾向
しかも分布の裾野が広くなる傾向

人数

従来の分布曲線（正規分布型）

最近の分布曲線（ツインピーク型）

得点



特に中堅公立校
＝＞ 幅広い学力の生徒

低学力グループ

中間学力グループ

高学力グループ

大学入試に通用する
レベル

基礎力の充実

さらなるステップアップ
レベル

限られた人的資源（先生方の仕事量は年々増加）

限られた時間（部活等で忙しい）

限られた予算（多くの副読本は買えない）

限られた設備（冷暖房完備の自習室はない）

多様な学力の生徒

学力をどう保障するか？

た
だ
し
拘
束
条
件
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学習面での成長に必要なこと

１．生徒から見て工夫された教材
※適度な負荷、クリアしている実感のもてる教材

２．個別のフィードバック

孤独な中で、自己研鑽を積むことは子供にとっては難
しい（生徒はプロのアスリートではない）

※認められること＝人格を肯定されること＝生きている価値

３．励まし

２．個別のフィードバック
※ウイークポイントを客観的につかむためには外部評価がいる。



最
新
の
脳
科
学

前頭前野は、ヒトをヒトたらしめている
部分。 ここの成長は社会生活を営む
上で非常に大事！

脳
科
学
か
ら



コミュニケーション力が高まる

行動抑制ができるようになる

感情がコントロールできるようになる

賢い意思決定ができるようになる



文字を書いて学習することの重視

ポジトロンCT

ｆMRIによる 脳イメージング

※市松メソッドでは、同様の問題を繰り返し 「書いて解く」ことを重視

川島隆太著 「読み・書き・計算が子供の脳を育てる」より



適切な次の目標
教材提示

達成感
もっとやってみたい

ステップアップ
学習

わかる
できる

個人の
成長



スモールステップ型プリント学習

生徒個々の実力にあった教材

自学自習方式のため、教員負担は最小限

自作プリントのため、生徒の経済負担ゼロ
Webで公開した教材は自由に利用可能

いつでも、どこでも、誰とでも行える



なぜ 多段階スモールステップなのか？
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そこで、“市松メソッド”を開発

 １、２学年で展開しているプリント学習

 コンテンツは基本的に自作

 自学自習方式（添削不要） 自学自習方式（添削不要）

 スモールステップアップ方式（中学レベルから入
試レベルまで）

 展開科目は 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学単元別

化学Ⅰ、小論文、基礎英語、英語熟語文法、

読解・作文、学び方の学び



【 市松メソッド 】
多段階学習プリントによる自走式学習

◆学習すべき項目を細かなユニットに分け、段階別学習教材を提供

◆わからないところから振り返り学習が可能（小学校の算数から）◆わからないところから振り返り学習が可能（小学校の算数から）

◆学習の進んだ生徒は、さらに高度な問題にチャレンジ（難関大学入試問題まで）

◆生徒もプリント作成に参加（受動型学習から、より能動型学習へ)



市松メソッドの学習サイクル

プリント作成
自学自習
（予復習）

初期は市松メソッド実行委員（教員）がプリントを作成す
る。 ※生徒習熟度が違うため、難～易までの多種プリ
ントを作成。

生徒は自分の能力にあったプリントを選んで学習。

（朝および放課後、土曜日など）

プリント学習
自己採点

学習履歴管理

（朝および放課後、土曜日など）

自己採点し、学習履歴を専用シートに記録し管理。

授業進度とは合わない部分については

Web上のリンクなどをもとに自学自習。

自分の得意分野については 生徒自身が問題を作成し、
原稿を市松メソッド実行委員（教員）に提出



生徒棟５Fでの展開風景

パンフレットラックを導入；3000枚収納可能

生徒は、自分のレベルにあったプリント教材を自主的に持っていき自己採点

→セルフでステップアップしていく方式



達成 スタンプシート
達成スタンプシート

（担任の先生などに押してもらう）

朝のラジオ体操方式



実際のプリント（数学Ⅰ）
教員作成



実際のプリント（化学Ⅰ） 3年生 生徒作成



実際のプリント（小論文、基礎英語）
教員作成 ２年生 生徒作成



市松メソッドの現状

★プリントコンテンツ 2008/8/20現在
数学Ⅰ（65枚） 数学Ⅰ単元別ｽﾓｰﾙ（三角関数編10枚） 数学Ⅱ（18枚）

＊化学Ⅰ（32枚） 小論文（8枚） ＊基礎英語（3枚）
＊英語熟語文法（7枚） 読解・作文（11枚）
学び方の学び（10枚）学び方の学び（10枚）

＊化学Ⅰは一部生徒作成、基礎英語と英熟語文法は、すべて生徒作成プリント

★生徒の実施状況
△正確なプリント消費枚数は不明（自己採点方式のため、達成カードを持ってこない生
徒が多数。）

○テスト前のプリント消費量は多い。
×メソッド開始当初よりプリント消費率は低下気味。



Web展開

（日本全国で利用可能！）

http://sc.ice.or.jp/ichimatsu-h/modules/system/modules/menu/main.php?page_id=660&op=change_page

プリント教材は

いつでもどこからでも

ダウンロード可能！！



その他 キャリア発達学習プログラム
“市松キャンバス”のコンテンツ公開

※本校 公式Ｗｅｂよりワークシートのダウンロードが可能です。

http://www.matsudo.ed.jp/~ichimatsu-h/contents/sinro/index.htm



まとめ

 情報の公開・共有でgive＆give

 教科「情報」は学びのインフラたれ！


